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近畿大学総合社会学部紀要投稿規程

紀要の名称
総合社会学部紀要
英文：Kindai Applied Sociology Review

紀要の形態
B5 縦長，左開き横書き，右開き縦書きで，いずれも本文は 2段組とする．

この規程は，総合社会学部紀要への投稿に関する取扱事項を定めたものである．
 1. 投稿者は，近畿大学総合社会学部専任教員，兼担教員，兼任教員とする．兼任教員は，専任教
員を通じて原稿を提出する．

 2. 原稿は，総合社会学部の扱う学問領域に鑑みて適正な範囲に収まっていることとし，その内容
については，著者が責任を負う．

 3. 原稿区分は，原著論文，総説，書評，研究ノート，評論とし，その内容は，下記のとおりとす
る．

 原 著 論 文 （Article）
  オリジナリティ（学術的新規性）のある論文で原著論文としての体裁を整えているもの．
 総 説 （Review）
 最近の学術的知見や成果等を骨子として総合的に論述し，オリジナリティのある結論を導き出
しているもの．

 書 評 （Book Review）
 国内外の著書等の内容に関する紹介記事で学術的に価値があるもの．
 研 究 ノ ー ト （Research Note）
 調査報告や実験結果など，論文としては完成されていないが，今後，論文や著書に発展する可
能性があるもの．

 評 論 （Opinion）
 学術的な内容を含むが，論文という形式を取らず，随筆，研究史，問題提起など，より自由な
形式を持つもの．

 4. 紀要委員会（以下「委員会」という）は，投稿原稿の掲載の適否を判断するため，審査を行
う．また，委員会は，投稿者に対し原稿内容と原稿区分についての補筆や修正を求めることが
できる．

 5. 紀要委員長は，1，2名の審査委員を委嘱し，投稿原稿の査読を依頼する．査読委員の意見が分
かれる場合は，紀要委員長が扱いを決定する．

 6. 原稿は原則として未公刊のものに限る．
 7. 原稿の長さは原則として，刷り上がり 20ページ以内とする．目安としては，日本語論文では
30,000 字以内，英語論文では 10,000 語以内とする．

 8. 発行は年度中 2回（9月と 3月）とし，原稿の提出希望締切日と原稿の提出締切日は別途定め，
これを厳守する．
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 9. 原稿の提出は，募集期間中（原稿の締め切り 1ヶ月前から締め切り日まで）に，原稿に紀要原
稿添付票を付して各専攻の紀要委員宛てに行う．

10. 原稿の受理日は審査委員からの受理日を原稿受理日とする．
11. 執筆者の校正は 2回までとする．内容及び図表などの大幅な変更，追加は原則として認めな
い．

12. 投稿された論文の著作権は近畿大学に帰属し，掲載された論文については冊子体として，また
PDFなどの媒体でレポジトリなどに公開されることを投稿者および共著者は承諾する．

13. 別刷りは，論文ごとに 30部を無料配布とする．

付則
 1. この規程は，平成 22年 7月 26 日より施行する．
 2. この規程の改正は，平成 27年 9月 14 日より施行する．
 3. この規程の改正は，令和元年 7月 17日より施行する．

記述上の注意
 1. 原稿は縦書き，横書きのいずれでもよい．
 2. 原稿は，文字の大きさを 10ポイントとし，ワードファイルで各専攻紀要委員に提出する．
 3. 図，表，写真，脚注などは本文データに挿入するか，別データで添付して，挿入位置などの説
明を明記する．

 4. 原稿中に通常の欧文以外の言語・文字 (ハングルなど )を使用する場合はあらかじめ紀要委員
に連絡し，印刷に支障のない措置を取る．

 5. 図，表，写真を引用する場合，著者自身の責任で著作権の許諾を得ておく．
 6. 投稿時には，原稿に紀要原稿添付票を付して提出する．
 7. 原稿記述の詳細，引用文献，脚注などについては，それぞれの専攻によって別途定める．

― 44 ―

総合社会学部紀要　第 10巻　第 2号



編集後記

これを書いている 2022 年 1月下旬，新型コロナウイルス（COVID-19）のオミクロン株が感染拡大
する第 6波に入っています．感染力は強いものの重症化しないようで，昨夏のデルタ株による第
5波のころと比べると，個々人の危機感や不安感は，格段に小さくなっているようです．同じ新型
コロナウイルスの変異株でも，これほどに性質を異にすることに驚くとともに，その報道を受け
た人々が，マスクを付ける以外にはほとんど通常の生活に戻ってしまったかのように行動するこ
とに，情報に支配される人間というものの性を痛感せずにいられません．またこれから，どんな
変異株が現れ，人々がそれにどう反応するのか，早くパンデミックが終結してほしいと祈りつつ，
この格好の機会を利用しながら検討を重ねていきたいと思っています．

（辻）
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